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第 一 巻 第 三 號 九州帝國大學農學部學藝雑誌 大正十四年五月

原 著

廣 東LEMONに 就 き て

田 中 長 三 郎

(大正十四年二月十八日受領)

1.緒 言

廣東Lemonと は廣東省に於て檸檬NingMungの 名の下に栽培せらるN柑 橘屡果樹の一種

にして,共 の學名及び研究史等の概略に就きては既に前二論交(36)(37)に 於て是 を報告せ

り。 本趣の植物學的形質,正 當なる學名,他 鍾との關係,園 藝植物 としての債値等に就きて

は未だ東西の學界に不知なるが故,是 等諸黙に關する探究を公にする事は極めて興味ある事

柄なるのみならす,Lemon,CitrusLimon'BurMと の名構の混同を正 し,其 の系統を究め,類

縁 を索め,叉文献 を繹ね,用途,栽 培の法を講するは,世 界柑橘志完成の道程に於ける重要なる

事業なるが故に,著 者は共の知 り得たる所を鼓に聚牧せんと欲す。本種は本邦九州南部,沖

縄,八 重山,濟 州島,墓 灘,小 笠原島等に於てLemonの 代用 として栽培の贋値あり,我 國

に取ては新園藝植物 として注意するに値するが故に特に園藝家の着目を希望す。

II.総 記

廣 東Lemon檸 檬 はOitruslimoniaOSBECKのtypeに し て,共 の 原 記 文(27)は 既 に 著 者 の

抄 出 ぜ る所 な り 。OSBECK以 降 南 支 那 をexp1・reせ る 欧 米 植 物 學 家 申本 種 を認 め し もの 極 め て

稀 に し て,彼 のForTUNE(10)の 如 き も佛 手 柑,金 柑 は 是 を 記 述 せ し も,檸様に 及 ぼ す,廣 東

省 の 植 物 志 を偏 せ しDUN&TuTCHER(7)は"Citrusmθdiccs,LiNN,cultivated"と 記 す も共 の 檸

様なりや 否 や を 察 す べ き 記 文 を歓 き,香 港 の 植 物 志 を著 せ るBENTHAM亦 何 等 是 に 言 及 す る

所 な し 。 唯 考 設 家 中 に は 之 を知 る も の あ り,例 へ ばBRETSCHNErDEB(2)はOSBECKの 恥 皿ty6窪

(即Lzamtjes一 里 木 子)をCitrusmedicaLと 記 し,PiRY(28)は 黎様子li2meng2tzU3をCitrtts

acidaRoXB.に 宛 て,HENRY(16)も 亦 檸 檬,黎様子 を'OitrusMedica,L.var.acida,(Citrusacides

RoxB)に 配 し,MoRRisoN(23α)はLemonを 檸 檬 と記 しGiLEs(14)は 檸 檬 を"thelemon"と

1)九 州帝 國大學農學部國藝學教室寄與第六。()内 の番號は引用文 献の順位な り。



記せ 鮎 猫PorterSMiTE(33),STuart(34)等 の藥物家は敦れ も檸檬 をLemonと 解せ り。 吾

國に於 ても檸檬 をLemonと して久 しく是 を用 う,其 の最初は恐らく華英字典(21)に 始 まれ

るもの鰍,本 草僻典(23)亦 之に倣ひ以で多 くの英和僻書に及び終に園藝家の不用意なる探

用となれ り。 〔例へば 恩田,内 田。実験柑橘栽培法p.158.)然 るに一方藤井徹(11)は 明に

別字利檬を使用せるに係 らす織田完之,曲 直瀬愛氏等を中心とする勤農局の諸哲は或は黎檬

の字 を採用 し,〔例へば舶來果樹要覧(5),日 本柑橘品彙圖解(6)等 〕大 日本農會の同人皆之

に徹ひ(3)居 れるも,」¢一一方に於ては之を改変 して1黎檬の字を使用し 〔小笠原島誌纂引用勧

農局第三回年報(26)参 照〕,輻 羽氏(12)の 如きも之を採用 し,終 に現時の園藝家中叉之 を

使用するものあるに至 る。〔例へば高橋 柑橘栽培 μ1垂1〕是等檸檬,黎 檬等は後述する如 く

明にLemonと 異 る廣東Lemonの 俗名にして,是 等をLemonの 俗名として使用するは誤な

り,但 利檬,標様に 至 りては其の典擦を知 らす,潔 字の如 きはG・LESに も挙げ居 ざるを見ば

恐 らく吾國に於ての製字なる可し,是 等の使用は混雑 をこそ來ぜ,何 等莉する所なきな り。

廣東省に於ける檸eCCitmaglimoniaOgBECK果 實の生産は近來の統計なきを以て明かならざ

るも,廣 州.潮 州.新 會等 より之を出 し泣蘇.直 隷.游 江其他の諸州に移出せ らる 二事我が農

商務省(25)の 調査あり。 毎年の産出額恐らく五千斤を出でざる可し。最近東亜研究會(38)

の調査に依るも著名物産の一一なるを知 るべ く,叉 其旛詰果實は商品として上海よ り輸出せら

る 玉を見 る。

IIL記 載

 Citrus iiinonia OsBECK, Reise Ostincl. China, 1765 p. 250: TANAIiA in Bult. Sci. Fak. 'Perk. 

Kjuliu Imp. Univ I No. 1, p. 21, 29. 1924 and No. 2, p. 59, 1925. 

Citrus linionelloides HAYATA in Icon. Plant. Form. 8, p. 16. 1919. 

Citrus Medicz I3RETSCHNEIDER in TOUTIl.:N. C. Br. By. Asiat. Soc. n. S. 15 p. 95, 1880 non Linn. 
"Liimtjes & Lfi,m =tjes" OBBECK, Dagbok Ofwer en Ostiud. Rosa p. 35, 192. 1757.

灌木にして2皿 ・以内,媛 生にして平き樹頭をなす,主 幹は直上ぜす,不 規則に技岐 し開出

し屈折す。枝は低 く開張 し屈折廣角度をなす。小枝は細 く叢状を呈 し,蹴 枝は極めて細し。

荊は葉腋に生じ顯著にして極めて鋭し。葉は長楕圓形,長 楕圓状披針形,長 楕圓状倒 卵形等

にして大 さ7.5×2.9・m,両 端等しく鈍 く尖 り,葉 質薄 く著 しか らざる鋸歯あ り,葉 脈は歎多

く,支 脈,細 脈は裏面に於て顯著なり。葉柄は線状,長 さ7.6皿皿・鍬葉にあ りては著 しく延

長す,狭 き縁状の翼あ り。花は稀に頂生すれ ども多 くは葉腋に生じ,軍 生叉は3・-5聚合し・

時に短き共通の花梗を具ふ,芳 香ありて小形な り。薯筒は皿肌をなして淺 く・裂片は単に 波

状を呈するのみ,質 薄く無毛,多 少突出せ る油胞 を具ふ。花冠は小形にして相等に開張巻曲



す,直 径2Gm・,花 蕾にありては痔長なる筒形をなし頂部膨脹ぜ り,白 色にして外方微紅を呈

す るを常 とし細かき油胞あり。花辮は線状に して狭 く長さ約1⑳,雀 曲 し多少舟状をなす。

小梗は細 く,募 筒 と多少蓮綾すれども境線あ り。花綜は甚だ多歎ならす,約18本,細 くし

て分離 し多少外曲し,満 は痔長にして殆ど底着 し又斜上す。雌蘂は時に猷如す。花柱は痔長

に して花綜と等長。 子房は卵形にして花柱と蓮綾 して境溝な く,唯 上部に圏環を有するの

み。柱頭は球形にして花桂の太さの二倍あ り。

果 〔紅酸檸檬〕は中形にして軟 く,重 く,球 形又は扁球形なり,或 は多少圓鑓形にして雨

端裁形状 をなす・時に左右に摩扁する事あり・大 さ5・4×3・1・ms頂端は甚低き乳頭状突 出み

れ ども放射溝線に由 りて四五の小丘に旺分せ らる,時 に低 くして多小凹入 し,三 四線の淺溝

を放出する事あ り,而 して淺き圏溝(are・la)を具ふ,柱 痕は小形に して鮎状な り。底部は多

少凹入 し淺溝を放出す。表面は甚だ干且にして鮮美なるcadmiumoTange2)に して光澤あり,

油胞鮎は隔 り,皮 面と等色にして不分明なれ ども等距離に隔 りて一様に分布せる淺き凹黙に

よりて其の位置を知る。募は小形にして干等に五裂テれども,裂 片は通常甚だ淺 くして募全

髄五稜形をなすの観あ り,稀 に各三角状をなして分岐ぜ り,梢 厚 く盃状 にして時に馨縁は廃

薄 となれ り,表 面に細黙あ り,全 然無毛なり,多 少明瞭に果梗と区劃あり,果 梗は細 し。

果の断面は明瞭に石灰状 の窒塞る如き香あり。外皮は薄 く,其 の内暦は淡色,容 易に肉團

と分離 し過熟に於 ては自然と室隙を生す・油胞暦は全暦の1/2-・1/3に して油胞は明瞭,圓 形

密にして大 さ殆 ど一様な り。 中心は小さく,果 の 縦 断にあ りては太 さ一様なる狭き柱状 を

なす,白 瓢は少量にして漁れ り。 室は少歎にして大 さ大差な く8--10,外 縁は外皮と平行 し

て自然に丸く,角 は僅に丸し。 瓢嚢は踏 奪なれども分離困難ならす。 肉瓢は多汁にして濃

色,capuoineyenow,柔 軟にして溶解 し,多 酸にして微に苦味あ り,特 異の香氣を具ふ。 砂

瓢は果の横断面にありては延長 し,中 央に集合し,境 線明瞭ならす,縦 断にありては著 しく

扇状 をなす。甚だ分離 し難 く,多 少瓢嚢上`に直立.し,長 くして紡極状乃至線状をなす,頂 端

甚だ鋭 く尖 り,通 常眞直にして短柄あり,叉 無柄,柄 は細 く短かけれ ども繊弱ならす,皮 膜

は薄 く甚だ容易に消却 し些 も残砕を残 さす,色 は淡 き橙色にして透明ならす。種子は甚だ少

数に して小形,甚 だ痔長にして薄 く,淡 褐緑色な り,條 線不明瞭にして干行す,外 種被は薄

けれども梢強 し,内 種被は淡褐,charaza部 は淡紅紫色,緑 色の翠胚あり。

Type産 地。廣東省廣州(OSBECK)

2)色 彩 の 命 名 中 英 字 な 用 ゐ た る も の は 総 てRmGwAy,Colorstandardsandea!ornomenclature

Wagh.,D・C・19121=櫨 る。



所 瞼 膳葉 。嶺 南大 學 農 科大 學 膳葉 。檸 檬2427:2447:2623:3042t3043。 紅 檸 檬2058=2563:

25So:5324:6174(下 方 の 一 技 を 除 く):618116181(bis):他 一 枚 番 萬 土 華 村20;1920(無march

號)。 〔紅檸檬6188は の誤認な り。〕紅皮障檬無號三枚(番 禺産二枚及 mints 8En8728 3 OBBEGS

嶺 南 大 學農 場re-.枚)。 紅 酸 檸檬5316。 茶枝 檬 檸 二 枚(番 禺 産)。 白檬 檸6195:2516:2548:

 2571: 2625: 2625 (big) : 5322: 5325: 6183: 6183 (big) : 61950 m' 2588: 5321 5567: 6181: 6181

Obis): 6196: 6196 (bis)o

第一圖・ 紅 檸簾(2/3)枝 葉及 Citrus limonia OSBECE

花 を示す。田中長三耶謄葉13.4く 廣東嶺南大學農科大學 農

揚産。大正十二年 四月五 日探集)

田中長三郎脂葉。嶺南大學農場産,.大 正十二年四月五 日探集。 紅檸檬13.3113.4。 白檸檬

13,5(圖 版 参 照):13.6。

香港植物園脂葉。 ●〔産地不記〕寧葉艸:Citrus medica  LINN. 4763 Citrus medica LinN. Miwn shin

〔?〕28.6.OL=  Citrus medics L. var. Limonum 10127 Mandarin Lime. Cult. at Sukumpo.

生果 實標 本 。紅 酸 劇 蒙,香 港 に於 て購 入,(N・te31,P.21-22写生,挿 圖 参 照)。

 Formalin 漬標本。紅酸劇蒙,紅 甜檸檬,白 檸檬(廣 東嶺南大學農場)。 ヒラ ミレモン Citrus



depressa Hayata sic.)ヒ メ レモ ンCitrus limonelloides Hayata cotype!)(九 州 帝 國大 學 農學 部)。

東 京 帝 國 大 學 理 學 部 膳 葉 。 島 田彌 市 氏採集 樹 妃 林if.citrtts7+imo?vallndes膿 業4枚 。 同 ・枇

仔 産CitrttSlimonerloi(lesptfi葉1枚 。(同,産 地 不 明 ヒラ ミ レモ ンの 膳葉 は本 種 に 非 す 。)

第二 圖 。Cit7'USlimoniaOSBECK紅 檸檬(2/3)果 實 及

其各 部 な示 す 。A.全 果 。B.継 噺 面。C.横 断 面 。D.

果 底及 薯 。E・ 果 頂 。F・ 種 子(右 方 の もの は横噺 面)。

G・ 砂 瓠 。(香 港市場 購 入 品)

早田氏のonrusdepressuのtypespecimenな りとして果實Forma1in漬標品 を士林園藝試験

場 より1923年 貰受た りしが,島 田彌市氏(31a)に よれば 本種は唯一同 より探品 したる事な

く一巡eSGa.ganよ り之を得來れるものな りと云ふに著者の槍ぜる四果 は全然紅檸檬と一致

し少しも差 異を認めす,大 さ干均4.85×4.35cm.あ り,然 るに早田氏の原 記文(15)に は果

色lute」tiaveseentiと あ り又形状甚だ扁平 なるも,右 の標品は採集 後数ヶ年 を経過せ るに係

らす猶澄色を呈し居たれば此色は疑問な りとし之を照會した りしが,早 田氏は成熟せる後の

標品を得たるに非すやと答へられた り,然 れども,右 島田氏の記事並に當時の事情を熟知せ

る澤 田兼吉の言に撮れば唯一回の採集 ありしのみと云ひ且果色は疑 もな く黄色な りと報ぜ ら

れたる故・右の果實はCitrus depressaに 非すして別物ならん。



(Citrus limonelloidesの浸液標品は新竹州竹東樹堀林(jokirin)XII,1918澤 田兼 吉氏探品に

してToPotypeな り,果 末熟緑色二果平均4.0×4.0あ り,内 一一一一果の室は6室 にして砂瓢の外

方 は梢細かけれど 内部の ものは長 ぐして集合する状 檸檬と異 らす,種 子 も亦殆ど同一な り,

唯果少しく長手にして頂部の乳頭全 く無き差あり其他諸貼殆ど種 を分つ能はす。

次に東京帝國大學理學部の脂葉 を験するに,社 仔産Citrus limonelloides脂葉は最 もtypi6・・1

なる廣東Lemonな れ ども,樹 杷 林の ものは葉 著 しく狭 く柳葉状 を呈 し,叢 生するものあb

て正常の廣東Lemonと 等 しか らす或は再 槍の結果変種を設定するを適 當とるすや も計 られ

ざるも同種に配するには何等不當之有 らざるなり。

然 るに島田氏が軍に 「ヒラミレモン」と云ふ名箋 を附せる産地,採集 年月全然不明なる脂

葉 は其の葉は漸 尖せ る且凹突入せる頂端 と漸尖せる基脚とを有 し・決 して廣東Lemonに 配

すべきに非す洪 の刺の鍬 なるよ擦 して期 生樵 勧 しを想像するには難か らざれど

も,彼 の浸液標本の 「ヒラミレモン」果實が此の枝上に結果せ りとは到底信ぜられす,即 著

者の ヒラミレモン果 として受 領せ し標品 は前 記1im。nellotdesの果實たりしに非ざるか,叉

前記果色の原起交と異 り果形亦著しく異 るは共爲な らんか而 して右の脂葉 より察すれば早田

氏のCitru,gdepressαは本類 より縁 遠きものた り・猫其後の調 査に依れば ヒラミレモンは其の

type1・ealityなるガオガンのみならす,角 板山 附近及南庄山地一帯に野生すとの事なるが故

(澤 田氏私信),或 は栽 培 毬たる廣 東とLem・ ・1と同種たるPossibility殆 どなしと云はざる

可か らす。此鮎の考究ぱ後研の後再報すべ し。

Iい 印 度 に 於 け る 系 統

著 者 がKewHerbariumに 於 てSir J.D.HooKER氏 膿 葉 を楡 しつNあ り し間 にLemonに 似

て 夫 に 非 ざ る標 本 あ る を稜 見 し,甚 だ 興 味 あ る種 な りと考 へ た るが,其 後 廣 東Lemonを 知

る に及 び て其 同 種 な る を判 知 せ り。即 ・・(]itrus"と記 せ るN.W.India産R)yle探 品No.60

の 如 き之 な り。 猫 手 記 を楡 す る に"(verusmeaica.PRisso"と 記 せ るTH・MS・Nの 探 品,・・CitrUS

av"antiumL"と 記 せ る[VHOMSONのGムRWHAL探 品等 も亦 是 に甚 だ相 近 き を知 れ り。 敦 れ も

Lemonに 類 似 せ る小 さ き花 を有 し,花 梗 甚 だ細 く,箪 生 或 は叢 生 し,葉 は 長 楕 圓 形 に して

Lemo・1よ り遙 に 小 さ く,薄 く,租 長 き葉 柄 を有 し,線状 の 翼 あ り,概 して 強 き刺 を有 せ り。

夫 等 植 物 の果 實 は 知 るに 由 な き も枝 葉 花 蕾 其 他 の 諸 顯 廣 東Lemonと 差 異 を見 す 。 著 者 は

Malay.Melanesia,Philippine,Ceylon等 の 野 生 柑 橘 膿葉 を検した りし も,廣 東Lemonに 酷 似

す る もの 右 印度 内地 の 探 品以 外 に之 を見 出 す 事 を得 ざ りき。



今 文献に徴するに印度に於ける酸果 柑 橘に 及 を除 及びLemon Lime  K hattA.., JIbmbiri

Surkh nimboo の三あり,今是等種類に就 きて最 も塞 範なる研 究を試 みし の著BONAVIA(1)

書を熟讃玩味するに夫等の匿別判然ぜす,廣 東 は其の執れにも相似て叉敦れにも完 Lemon

全に一致せす,ψ不 幸にして是等印度特異の柑 橘は印度以 外に於て栽植 され しを見たる事な

く,唯Khattム のみ名構の眞疑は不明なるも　　　 氏の許に於て研究す る事を得たるを以て,
「rrabut

其の 廣東 と同種に屡する事を下に論 結する事 を得たり。共他の文献を案するも Lemon

HOOKER fil., ROXBURGH, DRURY, BRANDI9, WATT, 等の印度植物研究家は學名に囚はれ實物を強

ひて之に當嵌 んとせ るに止 り,是 等特殊 のもの 玉記 述なく,の 如きは ENGLER, LUSHINGTON

BONAVIA を組述するに止まり叉新見な し,故 に是等印度柑橘が眞に間明さる 」には更に將來

實地の探究 を必要とするな り。

V.隷 属 変 種

著者の槍せ し無 数の 厩標品 中,次 に掲 ぐる三植 物は の と共の Citrus Citrus limonia type

枝葉の性質に於て殆 ど全 く一致 し,到 底種別 をなし得 ざると同時に,果 實 も亦一様に相似た

る形状を呈し,各 一貫せる特異の香氣を有 し,他 の諸類とは裁然たる匠別 をなし得 るが故に・

今是等 を に隷属せしむるを適當 と信 じ,次 の変種を創定せ り。 Citru  ; limonia

       1. Citrus ti'inonia otaitentsis D. c.;mb. 

Citrus Aurani'ium Otaitense RISeo et PoIT. Hist. In1t. d. Orang. p. 66. t. 27, 1818-22. 

   Citrus Aurantiuni LINN. var. otaitensis Risso et. Porr. Hist. cult. d. Orang. p. 45, t. 27, 1872: 

RICCOBONO, in Bol. d. R. 0. B.A. Pal. no. 3-4, p. 153, 1899. 

Citrus taitensis HORT. ex SAVASTANO in Ann. R. Sc. Sup. d'Agr. Portici vol. 3 p. 38, 1881 : 

TRABUT, in Bull. 44, Dir. l'Agr , Alger. p. 19, 1908 ; Arboric: Fruit. I. p. 135, 1922. 

Citrus taitensis SWINGLE, in BAILEY, Stand. Cycl. Hort. vol. 2 p. 785, 1919. 

Cctrus aurantium var. pumilum LELONG, Cult. Cit. Cal. p. 82, 1900, non GALLESIO. 

C t u.s taitense Risso in Soiled. (Basso Herb. a Nice, Franca)

葉は に比 して租厚 く,細 脈は葉裏に於て稽不明瞭な り。刺は殆ど欠如す。type

果の断面は と同一の香あ り,外 皮梢厚 く共内暦多少澄色なり・果 肉は酸 味少 く多少 type

甘 味 あ り,砂 瓢 は 七yPeに 比 して 少 し く小 な り,中 心 少 し く大 。種 子不 全 な り。

type産 地。 には 既に枯 死 して存せざるも,脂 葉は之Nice,  France. (Risso Villa type tree

を槍 し得た り。)

所槍膿葉。 と記ぜる の 。田中長三郎膿葉 學植物園栽培 Citrus taitense Risso type (Alger

Jmi.6,1923探 集:圖 版 参 照)

生 果 實 標 本 。Alger大 學 栽 吊(N・te29,P・18一 コ9)



RrssoetPoITEAU(30)の 原 記 丈 は次 の 如 し。

『枝 は短 く無 刺,葉 は 卵 形 に して 繭端 鏡,果 は小 形 に して 濃 黄 色,卵 形,僅 に 凸 凹 あ り,外

皮 は軟 か に して肉 稽 甘味 あ り』 云 々

Rusgoの 膿 葉 を槍 して 記載 す れ ば次 の 如 し。

r葉(新 葉)は 長 楕 圓 朕,葉 柄 は狭 翼 あ り,両 端 鏡 。 花蕾 は 圓鑓 形,募 は 低 き盃状 を呈 し

多 少 凸鮎 あ り。 約 は長 か らす,花 柱 は 圓捧状,子 房 は楕 圓形,多 少 花柱 と境 線 あ り。-Avigur

産 』

又RiccoBoNo(29)は 記 して 曰 く。

『枝 は短 く刺 な し,葉 は小 さ く卵状 披 針 形,鋭 頭,縁 邊 は不 規 則 に鋸 歯 あ り,葉 柄 は翼 あ

り,翼 は線 状 な り。果 は小 く,球 形 に して 頂端 小形 な る乳 頭 あ り,直 径3砺 一4・m.,外 皮 は 卒

滑 に して黄 赤 色,之 を磨 擦 す れ ば 不 快 の 香 を稜 す。 外 皮 は柔 軟 に して 肉 は 多汁 稽 甘 味 あ り,.

10室 あ りて完 全 な る種 子 な し。』

著 者 はRrCC・B・N・ 氏 の 許 に 於 て本 柑 橘 を見 す,恐 ら くは枯 死 せ しな らん 。 一

!lrRABUT氏 は3ζ記 して 曰 く。

『綾 生 灌木 に して鰍 葉 は帯 紫 色,葉 はLemon1の 如 くに して挾 翼 あ る葉 柄 あ り,花 は 甚 だ 小

く紫 色 を帯 ぶ 。果 實 は球 形,甚 だ 不 同 に して 燈 色,肉 は甘 味 あ り淡 白 な り,Limeの 香 氣 あ'

り。

Brgsoは0.Au?・antior・?nと な す も 當 らす,予 はC.limonum〔 即hemon〕 の類 に属 す と考 ふ 。』

云 々

著 者 の 楡 せ る材料 は即TRABU田 氏 の提 供 に係 る。

本 柑 橘 はTahiti島 の名 を冠 すれ ど も同 島 よ り著名 とな りた りとは 考 へ得 ら るNも 同 島 の

原 産 た るを信 す る理 由 な し。 米 國 に於 て は盆 栽 と して 花 戸 に 販 費 せ るを屡 圭 目撃 せ り,即

KRAMER(18),LELONG(20)の 云 ふ動 の 如 し。 又Floridaに て は砧 木 と して使 用 す る事HUME(17>

の 記 すが 如 し。

SAVASTAno(31)はCommon orangeと は異 る故新 種 と見 微 せ る も特 別 の 記 事 な し。叉 加LORG

が 使 用 せ る學 名 はGALLESio(13)の 原 著(1).157-158)を 見 るに(伽8側r翻 漁Sinensepamilum

伽 伽 伽弼 とあ る もの な れ ど,本 品 と同 一 な るべ き一 の黙 を認 め得 す 。

      2.  Citrus tirnonia ithatta n. comb. 

Citrus aurantium var Sfetttta BONAVLI, Cult. Or. & Lem. Ind. p. 17, 1888 pro parte. 

Citrus Aurantium L. sub3p. Khatta ENGL. in ENGL & PBANTL, 111.-fam. III 4/5 p. 198, 1837 pro 

parte.



Citrus  dinorphoco1  a LVSH., in Ind. Forester 36. 6 & 7 p. 346, 1910 pro parte,

葉 はtypeに 比 して 稻 厚 く,葉 裏 の細 脈 は相 似 た り。弧 長 な る刺 あ り。

果 は 樋 よ り緩 き 凸 凹 多 く,断 面 は 同一 の 香 氣 あ り,外 皮 は稻 厚 く中贋 は 黄色 な り,果

肉 はlightoadmium(RidgwayPl.m.).甚 だ酸 く,砂 瓢 略typeに 等 し。

種 子 は 少数,紡 錘状 に して頂 部稻 丸 く,脚 部 尖 り時 に尾 鰭 状 をな し表 面微 に 平行 の線 條 あ

り,黄 色 に して頂 部 褐 色 な り。外 種 被 薄 く内種 被 黄 褐 色 ・charaza部 帯紫 褐色 をな し,淡 緑

色 の軍 胚 あ り。

Type産 他:印 度(BoNAyza)〔Kbetfaの 名 稻 を附 せ る印度 産 脂葉 世 界 主 要 脂葉 館 に存 せrタ。〕

所 槍 脂葉 田 中長 三 郎 膳 葉27ユ,佛 領Algeria(StationBotonique,Maison Carree)産 」Jan.12・

1923,採集 。(固 版 参 照)

生 果 實 標 本=同 上 。(NoteNo.29,1).4344.)

BoNAVIAは 舜 ら くtypespecimenを 作 製 せ ざ りしが如 し,ENGLERも 亦Dahlemの 國 立 脂葉

館 に 自己 のsubspeciesのtyp・ を保 存せ す,Lus細 鵬 磯 の標 品 も存 す るや 疑 し。 叉 著 者 の 依

て 以 て 記 述 せ るTRABM氏 輸 入 の 印eetSKhatthはAlgerの 氣 候 に於 て は 印度 に於 け る如 き

Dur皿ez即 粗 皮 の夏 果 實 を著 くる を見 す,果 して 之 を上 記 書 上 のKhatthと 同一 親 す るの 正 し

きや 否や を確 め得 ざ る も,既 にBoN△ ▼zaのKhi`tfa自 身 がGnlgUlの 如 き異 型 を含 み,多 少

gr・upの 名稽 た る観 あ る故 蝕 にBoN▲vrAのKhattetを 狭 義 に解 し,大 果 の異 品 を除 き,且

TBABUT氏 の 名 稻 を眞 な りと し,上 記 の 品 を命 名 せ り。右Algeri・・Pt品 は果 色 の租 薄 き事 を除

き大 凡 紅 葎様に 一 致 せ り。 喬 木 状 を呈 し,實 生 は砧 木 と して使 用 せ ら る。 恥 観餌 仏 の原 記 文

は 左 の如 し。

『強健 な る樹 に して痔 長 な らす,多 刺 に して刺 は時 に恐 ろ し く甚 し。 正 當 の葉 は 暗緑 に し

て倒 卯 形,鈍 歯 あ り と云 ふ よ り鋸 歯 あ りと云 ふ に近 く長 さ3-4ineh,叉 大 な る あ り小 な るあ

り。 … 葉 柄 は細 長 く通 常縁 邊 あ り,葉 は殆 ど香 な し。花 な大 形 に して通 常 五 辮 片 あ り,外 部

紅 色 を 呈 す る事Lemonの 如 し,他 の点は0angeに 似 た り。 花 の 香 氣 は微 な り。 果 は

…通 常 尖端 に於 て乳 頭 あ り,乳 頭 の周囲 に溝 あ り,乳 頭 は時 に箸 大 な る も又扁 弔 な る あ り・

果 は 稀 に扁 雫 な り。(P.12--13)果 の 色 は 玉 蜀 黍 栓 色 に し て厚 き外 皮 あ り…果 肉 は鐙 色 又は 淡

鐙色 に して 甚 だ 酸 く苦 味 な し(1).コ5)義 々』

ENGLEB(8)の 記 載 は車 然B・NAV:▲ の 記 文 に擦 り稜 明 な し。LuSHiNGToNぐ22)は 『果 大 形 に

し て黄 色,皮 厚 く甘 味 あ り香氣 高 く苦 味 な し,肉 は橙 色,酸 味 多 けれ ど もLemonの 味 な く,

Or,angeの 味 に類 し苦 味 あ り,室tu9-13・ 』 と あ と即 大 略本 品 と一 致 せ り。



TRABUT(39)はr強 健 な る樹 に して 刺 あ り,葉 は翼 あ る葉 柄 を具 ふ 。 花 は紫 色 を帯 ぶ 。 果

は大 形,乳 頭 あ り,同 樹 に あ りて大 小 種 々 あ り。 印 度 に於 て は 砧 木 と して 使 用 す,果 は 叉糖

果 と して使 用 し良 好 な るJellyを 造 る。』 と云 へ り。 叉TRABUTはFloridaの 所 謂Roughlemon

叉Africa砂 漠 のOasisEl-Kantaraに 生 す るZenboua柑 に類 す と云 ふ も両 者 共 著 者 の見 た る

所 は遙 に異 り,却 てOtaheiteorangeに 類 す る を知 る。 又 一樹 中果 に 甚 だ し く大 小 あ る事 凡

そ此 類 の特 長 に して単に 本品 の みの 特 性 に非 ざ る な り。

   3.  Citrus limonia Volcameriana n. comb. 

       Citrus bigaradia vocameriana Russo et FOITEAU Hist. nat. d. Orang. p. 91. t. 40, 1818-22: 

Hist. cult. d. Orang. p. 66. t. 40, 1872. 

       Citrus Volcameriana PAIN. Relaz. s. stato lisicueconom. p. 29, 1863: Cat. d. It. Orto Bot. 

Napoli p. 29. 1867: Ricconoxu in Boll. R. Orto Bot. Palermo III. p. 180, 1899. 

Citrus vulgaris Volcameriana SAVASTANO in Ann. R. Scuola Sup. d'Agr. Portici III. p. 29, 1884.

葉 はtypeに 比 して梢 厚 く,側 脈 及細 脈 共 に極 僅 に低 く,葉 の両 端 心 持 丸 味 を帯 ぶ 。

果 は少 し く長 味 あ り,尊typoよ り梢 大 に して共 裂 片 少 し く廣 く丸 味 あ り。 断 面 は 同一 の

香 あ り,外 皮 稽 厚 く質 少 し く密 に して淡 黄 色 を帯 び油i泡小 な り。果 肉 は淡 黄色 に し て透 脇

砂 瓢梢 雫 行 す 。種 子 は 多 数,前 者 と殆 ど相 等 し。

Typ9産 地;佛 蘭 西Ni・o(Rigso♪

所検 膿葉 。 田 中 長 三郎 階葉,NapJli大 學 殖 物 園 産,DeG,5,1922採集 。(圃 版 参 照);Citrus

chilensisと 記 ぜ るR:ss・ 膿 葉 二 枚 。

生 果 實 標 本 。Nap・li植 物 園 産(N・te28,p.30.)

Biss・villaに は此 名 稻 の 臓葉 を存 せ す,原 記 文 に 曰 く 『葉 は小 く,長 楕 圓形,鋭 頭, .長 き

葉 柄 あ り。果 は卵 形 に して 頂端 乳 頭 あ り,外 皮 は 多 少 凹 凸 あ り,果 肉 は酸 く,苦 味 あ り』 と,

而 してFERRムRIVg(9)のAurantiumLimoniseMgiG(tab,385)を 引 用せ る も右 は あ る 無 核 柑 橘

の 序 を以 て記 せ る もの に して 記 文簡 略用 う るに足 らず,若 し果 して夫 と同一 な りとせ ば共 の

源 は 伊 太 利 よ り獲 せ る もの な るべ くPASQUALEの 使 用 せ し材 料 と或 は 同一 な るべ し。P槻uムLS

の 原 記 交 はIndexKewensis始 め皆Catalog。delrealortob・taniGodiN&p・li1867に あ りと爲せ

ど,著 者 が 同 植物 園 内 「re・・oreLibraryに て見 た る所 は上 記Re]tiziっnesul1・stab飼G・-econ・ ・

mie"agrarisdellftprimacalt}briaulteri・rememorin1863に あ り。 即 目 く 『小灌 木(4-5m.)に

して 刺 あ り。 葉 は 楕圓 状 長楕 圓(長 さ4-7Gm.)雫 且 に て疎 に鈍 鋸 歯 あ り,頂 端 は殆 ど全 縁

に して 鈍頭,或 は 殆 ど突 入 す るか の 観 あ り。葉 柄 は 無翼 圓鋳 形(長 さ1cm.)轍 枝 は緑紫 色

を呈 す 。 花 は稻 総 状 をな す が翠 生,花 梗 は1in・h,辮 片 は 白色,項 端 に樹 して凹 曲 し,租 鈍



頭 。 果 は 卵形(直 径4-7Gm.高 さ3-1em.)頂 端 は干 滑 に し て凹 入 し突 起 あ り,外 皮 は厚 く

(1・m.の 厚 さあ り 〔!〕)挙 滑 に して光 澤 あ り 色 は橙 黄 色 に して 沈 状 をな し油 胞 はIens状 に

凸 出 す 。 肉 凱 は黄 色,多 汁 に して酸,外 皮 は其 味 欝香 状 に し て甘 し。種 子 は受 精 ぜ る もの 多

胚 な り。Mus二tlUli氏 園 に於 て"AranGic・Gedr・"の 名 の 下 に栽 植 し,Napo1i植 物 園 に て はCitru

chilensisの 名稻 に て栽 培 す』 云 々。 而 して α勧 棚 ゐ伽 廊 の 名禰 は唯RUSS・ の 膿葉 に見 るの み

に して而 も其 の葉 は殆 ど本 品 と異 らす 。此 一 例 以外 に もNapJli植 物 園 とRエss・ 園 と は 柑 橘

種 類 の 交 換 をな し居 た る詮 櫨 あ り,即PASQUALE槍 品 とRissoのtYP・3と は關 係 あ りと 稻 し

得 る な り,而 して著 者 の楡 せ る標 本 はNap・li植 物 園 に あ り,若 木 な りし を以 てPAg(4tuAI,Eの

検品の 子孫 な るべ し。

右 の關 係 に よ りてChlli國 に本 柑 類 似 の もの を産 す るや 否 や を探 査 せ る にParisのmuseum

slftti・n・leに於 てOhili國Pr・v.deCequimb・ に於 てM.CL.GAyが1838年 に採集 せ るLimon

Sub田 と稻 す る栽 培 品 は 全 然 本種011truslimoniaな る を確 め得 た り。右 標 品 は本変 種 よ りも寧

ろtypeに 近 し。 思 ふ に智 利 はTabiti島 と相対 待 す,或 はOtabeite・rangeと も關 係 あ るや

も知 れ ざ るな り。

Oitrusいllcamerianα の 名 の 下 にRrceOBON・ の 記 す 所 左 の如 し。

『枝 は刺 多 く鍬 梢 は青 く帯 紫 色 な り。葉 は長 楕 圓 形 文楕 圓 形,鋭 頭,・縁 邊 鋸 歯 あ り,葉 柄 は

無 翼 な り。花 は 中形 に して 色 白 く,香 氣 あ り。果 は 卵形 に して直 径5-6Scm.あ り,頂 端 正

し く凹 入 し且乳 頭 あ り,果 皮 は平 滑 な るか 規 則正 し く隆 起 あ り,黄 赤 色,磨 擦 すれ ば 不 快 の

香 を稜 す 。外 皮 は軟 し,肉 は苦 味 あ り,9-10室,種 子は 健 全 な り。』

以 上 の 記 文 は甚 だOtaheiteorengeに 類 似せ る を示 す◎ 叉SAVASTANOは 箪 に 名稻 を取扱 へ る

に過 ぎす して記 文 な し。

い支那 に於け る文献

檸檬の丈献に就 きてSWZNGLE(35)は 殆ど何物をも機見せざりしが,著 者は次の諸文を得た

り。

多 くの本草書中檸檬 を記せ るもの農群芳譜以前には之を見す,呉 其溶(41)に 至つて始め

て其の圓設を見た り。然れども此檸檬唯一の圖維も饒に粗にして實物の観なく,唯 僅に共長

楕圓状 卵形の葉及刺 を以て之を判じ得 るのみな り。読に曰 く,

黎様子,詳 嶺外代答,一 名宜母子,味 酸,婦 子懐妊,食 之良,故 名,叉 宜様子,廣 州下茅香

檬,蓋 元時裁種者,尤 香酸云。



同書長編に引用する所左の如 し。

桂海虞衡志。黎檬子,如 大梅 復似小橘,味 極酸。

嶺南雑記。宜母果,似 橘而酸,醜 食,甚 下氣和胃,婦 人僕妊不安,食 之良,故 有宜母之名・叉

名宜濠子,製 以爲漿,甘 酸辟暑,名 解渇水,元 呉莱,有 嶺南宜濠解渇水状 。

南越筆記。黎檬子,一 名宜母子,似 橘而小,二 三月熟 黄色・味極酸・孕婦肝慮,嗜 之,重故日

宜母,元 時,於 廣州蕩支濁 作御園,栽 種果木樹,大 小八百株,以 作潟水,里 木,即 宜母子

也,呉 茉詩,廣 州園官,進 渇水,天 風夏熟,宜 様子,百 花醗作 甘露漿,南 國烹成,赤 龍髄,

蓋以里木子,搾 水煎糖也。

呉莱宜檬子渇水状 の全文は廣東通志雀九十五に引用すれ ども鼓に抄出せす。3ζ舟車聞見録

を引いて 『黎檬子又名宜濠子又名宜母果似榿而小二三月黄色味極酸婦人懐妊不安食良故有宜

母之名製以爲漿甘酸辟暑名解渇水』とあるは多少上記の記事 と差あれば蚊に録せ り。

廣西通志 〔巻九十一〕引大平震宇記。黎母,賀 州貢黎母汁二餅,開 賓四年準宜旨進。

重修番摘縣志。黎檬,俗 名櫨檬,似 橘味極酸,婦 孕不安食之良,以 共子搾水和穂,能 辟暑

謂之渇水,叉 以蜜煎,磨 潰暴乾,収 食之。

檸檬の丈献 を最 も多く引用するもの村瀬敬之(21)原 著山中信古編増訂南海包譜3)に して

右植物名實圖考に収録せ さる所左の如 し。

廣東新語。(始 南越筆記に同じ。)几木果之汁・皆可爲之 〔渇水〕・香酸経久不変・蒙古爲舎

里別,即 渇水也。宜母子以塵醜之・歳朱色黒,可 治傷塞疫火,一 名藥果,・當熟時人家競買,

以多藏而経歳久,街 汁可代酷,染 大紅以其汁調爲上。

嶺外代答。黎朦子或云自南蕃來・番禺人多不用醜,專 以此物調葵・其酸可知,又 以蜜煎,

箆潰,暴 乾,収 食之。

華夷花木鳥獣珍玩考。廣州記日,宜 母子,一 名梨檬子・状如甜橘 味酸・大徳三年・泉州

路煎躇官,呈 用里木子,作 水煎,造 舎里別,蒙 古語爲渇水也・凡木果之汁・皆可爲之・猫里

木子,香 酸経久不変,里 木子即宜母子。

圖書集成1311巷 廣州府部彙考右 と同文を引用するも典擦を示さす,且 里木子の名李木子

と記せ り。

御製廣群芳譜の引用する所次の如 し。

3)南 海包譜のi:關 して は著者 の記 し7ころ左 の丈献な参照ぜ よ。 biblicgraphioal refernoe

TANAKA, T. in The Quart. Bull. Fla. P1. Board, III. no. 1, p. 1, 1918.

TANAKA, T. in Phytopathology 13. no. 11, p. 493, footnote, 1923.



東披雑記。黎鐸字希聲,爲 人質木遅綾,劉 貢父鼓之爲黎様子,以 謂指其徳,不 知果木中,眞

有此也,一 日聯騎出,聞 市人有唱,是 果繋之者プ大笑幾落馬。

右諸交献中宋代書桂海虞衡誌,嶺 外代答等に本柑の現はる エは最 も注意すべ く,其 産地の

廣東地方に限れる事 も八百年察変 る事なきは興味ある鮎なり,而 して北方柑橘を主として記

せ る韓彦直橘録本柑橘を載せず 宋代本草書の経典たる唐愼微詮類本草 も亦何等記事なきは

即本種の地労的種類たるに蹄す。宣なる哉今も猫番禺勉方の持産にして種々の俗名をすら生

ぜ るを目撃せり,例 へば寧蒙 寧蒙,蜜 蒙,蜜 蒙 茜 しきは宣蒙の字す ら使用せ られ,品 種

の如きも甘酸赤黄各種を生ぜるに至れるなり・然 るや上海にて嚢行せる近代植物書其特異な

るを知 らナ,之 をLem。nと 同一覗せ るは正に洋倭學人の覆 轍を踏めるめるものなり,即 植

物學大僻典(32),實 用主義植物學教科書(19)等 の良著皆其例な り。Le・ar・nの漢 名は拉 門の

如 き全然別個の丈字を使用するか又は香檬,香 桃等の成語を使用すべきなり,其 前者は置 東

に於て見たる標品中にあり,名 實圖考の蛍ふ所 も亦 是な らん。後者はGilesの 學 ぐる所支那

経濟通読亦之を用 う。又陽春縣志の羅様子 子大如 栗 と記すは或はLemonに ヲドざるか。欽 定

圖書集成136d巷 廉州府部彙考に學 ぐる羅蒙子 も亦 然 らん。廣 東にはLemon維 無なるに非

す,近 時M伽 丑B採集 海南島植物 を楡するに却てLemonあ りて檸様な きを知れ り・此両 者

は實に今後嚴別を要するな り,15〈Gn3iasが香橡 をもLemonと 記すは誤 握にしてそはCitron

な り。

日本に於ては宜 母子の名之を阿 波のスダチに充つるもスダチは明 瞭なるユズCitrusjunosT

ANAKAの 雑種に して檸 檬とは大 差 あり,凡 そ奮時の植學家書上の鑑定大略斯の如 し,敢 多

くを期すべか らざるな り。檸檬の如き四百年列國環覗の下にありて今 日に至るまで其の實状

晦冥の裡にあ り堂多 く怪 しむ可けんや。り

VI・ 廣 東 に於 け る來 歴

檸檬の廣東に植えられたるは宋代(96(ト1279》に始 る事疑ふべからす,其 南蕃 より來 ると云

ふは何 虚を指すや明 かならざれ ども,名 稽 より判別せぼ 】蹴 呼 人の持來れ るに非ざるや と

考へらる,何 となれば檸檬NingMungは 近時の名 稻にして黎檬Limun9は 古名なり・里木

Limu亦 書上に現るSもLimun,Limu等 皆Malayに 於ける柑橘類の融 穰にしてLimauと も

云ふは臆て宜 母にtransoribeせ られた りと考ふ可し,然 るにMalfsyに 於ては不幸にして今

日まで本柑橘の存在あるを知 らす,Philippineに 於ても亦類 似の ものなし,即 馬來入の船 路

4)地 結,圖 書集成等 の検 索には東亜同丈書院教授 山崎百泊氏な煩tfる 事多 し,記 して謝 意 な表す。



逞羅東京を東上す るの際夫等の國 より種子を輸 したるに非ざるか。著者東京政府の輯ぜし物

産志 ㈹5)上 本柑 と殆 ど同一なる柑橘の圖読 を見・此の憶読の當らす とも亦遠からざるを知 る

に至れ り。6)

檸檬はNimmtu又Nimbooと 稻するHindustani語 に最 も近 し・此 語は種 々の柑橘に使 用

ぜ られ,Khatthの 如きもKamaNimbooの 名あり或は共の入 りて檸 檬の語とな りたるに非ず

や との疑あるも陸路Burmaよ り雲 南に入 るの通 路は到底困難にして想像し難 く,寧 ろ結局

東京に入 りて海路廣東に達するを順路となすべ くNirrib・・より直接檸様に 嚇化せ りとは考へ

られざるなり,Li音Ni音 は廣 東 語にては最 も相 近 く,容 易に灌分 くるを得ざる位なれば

黎,檸 の嚇化は些 も怪むに足 らざるな り。 。

因に云ふ2若 し呉共溶の云ふが如 くならばL・皿・nは 少しく遅れて元代(1260-1371)に 廣東

に輪入せ られ,其 の既 存 黎様に 封し特に芳香酸郁たるが故香檬と樗 呼 した りしならん と考

ふ。香檬の字黎檬 あるが故に起 り,共 の主客甚だ判然たるは全 く其の輸入の歴史が然 るを以

てな り。

VH・ 用 途

元代大徳三年(1299)本 柑を以て蒙古風の1em・n・de即 『解渇水』 を製して成宗に献 じたる

事は本 柑の利用を示す最 古の記 録なるが,檸 檬果 を以て1em・・1aαeを製する事はOgBEcKも

亦之を記せ 蛎 即左の如 し。

 "Ehuru ohineserna fOrbjudas at s lja P o u n o h e, som ar tillagad med L Lm-tj es-saft, til besitt-

tningen pa skoppe : s i practiserw do likw t1 med god ofg eng den ena skailen ofter den andra igenom 

a styokegluggarna ; hwar of saljaron ibland bar den olagenheten atit han intot for sind emot fOrbud 

i mnade waror beta':ta, och koparen rgkar, ut for Dysenteric* ellen andra sw 3ra siukdomar ; ty 

saften, som brukas omogen, fi r skadelig ... "

『支那人はLE,mtjes(里 木子)を 以て製せるボンスを船上の人々に費付 くる事を禁ぜられ居

5)本 書 は 藤 岡教授 の藏 書 な 借覧 ぜ り,記 して謝 意 勉 表 す。

6)此 圖`P.201)はOilrusmelica(Lin,)var.aCi・Ja,C触chttloh核 孚 とあ り,其 の葉 は極 めて 不 疋

確 に し一(論ず るに 足 らず,花 はLemoユ よIJも 遙 に小 さ く檸檬1:等 し,(花 蕾 の長 さは13mm・ あ り)果 に

果 底 溝 線 あ りて 丸 く全 然Lgmonと 異 れ り,而 してLGmo1U:非 ず とぜ ば 檸 檬 よ り他 にか ＼る品 な きな リb

Oitrt`sm畝cαLour.var.aCidiaEook.の 本 丈 は甚 だ 簡 に して 唯 『印度 支那 に於 て 其 の生果 の爲 あ に多 く栽

培 ぜ らるN種 に して,球 形,直 径4-5Gm.あ り。七 月東 京 の市 場1=多 く在 り』 と記 すの み 。本 種 はLONREmα

な 引用Sず,恐 らくは其 のCWrusma,eclicα2Limonと 不 同 と考 へ られ れ るに非 ざ るか 。LOUREiROの 憂 種 は

等 し くCaycanhの 名 あ り,其 の記 相丈 甚だ 檸様に 近 けれ ど も果 實 は線 黄 色 に して 乳 頭 あ りと云 へ ば或 は

眞 正 のLemonな 指 すdpも 知れ ず(FloraCoohiiiohinensisII.1).465.1790》 此 間 の 眞相 彪 知 るは唯traned eye

な 以て 實 物な覗 る1:如 かず,是 他 日著 者 の な さ 穿 る可 か らざ る事 なIJσ



るも,而 も船窓 より充満ぜる鉢を彼等に渡 し居れ り。然れども費子は時に禁制 レモナーデ販

賓の廉を以て代金不佛の難を受 く。而 して之を購へるもの も亦時に赤 痢 共 他の悪疫 を受 く・

何 となれば果の熟する以前に探 りて搾 りた る液汁は不健康なればな り。』.

今 も猫Lemonadeと して用ゐ(多 く紅甜檸檬 を使用すと弐ふ)・又果は罐 詰として販費 し居

るを見る。

共他本柑橘は酷の代凪 として賞用する事ユズ,ダ イダイの如 く,或 は蜜煎 してSweetmeat

となすべ く,塵 蔵 して之を用 うる時は傷 塞(Typhoid)疾 火(Congh)を 治すと云ひ・乾果 は即

青皮として諸多の用途あるなり。支那に於ける青皮の原料に關 しては種々の読あるも・LOUR-

EIROも 之をCitrus mcdica Limonと なせ る如 くLemon近 似の果を以て最良となす事疑ふべ く

もあらす,即 本種は良好なる青皮料たるな り。叉共 多汁の酸果 は絢擶酸製造原料た り得 る事

云ふを挨たす。

猫盆栽は好個の観賞植物 として柑橘中共比なく,實 生は綾生砧木 として適當なり,本 種を

盆栽 となす事OSBECKの 示す如 く,今 日も亦盛に廣束地方に行はるS事 著書の目撃する所な

り。

VIII.栽 植

廣 東地 方 は甜橙 ・酸 澄 ・柳 橿 等 のSweetorange,及 沙 田 柚等 の 簗 類 甚 だ名 あ り・ 他 の 柑 橘 類 は

大 果 な るLooseskinorange即 四 會 柑 の如 き柑,及 小 果 な る磁 桔 の 類 即 桔 及,潮 州 柑(葦 灘

の桶 柑),四 季 桔(Citrus mitis BLANco),代 々果(日 本 の ダ イ ダ イ)金 豆(Fortunella Hindsii Sw.).

香 櫛(Citron),香 檬(Le㎡?・))等 の 種 類 あ り,概 して云 へ ば憂 躍 と種 類 上 に大 差 な き も,汕 頭 柑

(即 撹 柑)な き事 を見 ば 春 期 乾 燥 の 關 係 は 多少 の 種 類 の 上 に影 響 を及 ぼ す と見 る可 し。 即 檸

檬 は乾 燥 に も勘 ゆ る もの と見 る を可 とす べ く,相 當 な る 防塞 用 意 の 下 に 内 地,例 へ ば 宮 崎 ・

鹿 見 島,長 崎,大 分 等 に於 て は野 外 の栽 培 可 能 と認 む べ し,共Lemonと 比 し て敦 れ が よ り

hnrdyな りや の 問 題 は比 較 の 後 な らで は決 定 し難 き も,略 々大 差 な き もの と見做し 得 べ し。

唯 其 栽 培範囲 極 め て 挾 きが 故 に實 際 栽 植上 の要 件 判 然せ ざ る も,甚 しき困 難 は無 き もの と考

ふ る な り。

IX.結 論

の 廣 束Le皿 ・nは 支 那 に於 け る重 要柑 橘 に して廣 東 省 を主 産 地 とな し,檸 檬 ・ 黎檬 ・ 黎

稼,黎 朦,梨 檬,宣 檬,宣 檬,宣 檬,宣 母,黎 母,里 木,李 木,藥 果 等 の 名 あ り。 共 の 植 物 學

的 性 質 全 然Lemon即OitruslimonBuRM.と は 猫 立 不 同 な るが 故 是 等 の 名 稻 をLemonに



適 用 す る は誤 な り。Lemonに対して は香檬,香 桃,拉 門,羅 檬,羅 蒙 等 の 名 あ り。 叉 日 本

に て利 檬,穫 檬 の字 をLenionに 使 宙 す る も前 者 と混 同 の恐 あ る故 之 を排 す 。

(2)廣 東Lemonの 學 名 は α漉8伽 ・ni・OSBECKに して其 品種 名 と して 白檸 檬,紅 檸 協 紅

酸 檸 檬,甜 檸 檬,茶 枝 檸 檬 等 あ り,敦 れ も同 一種 に 屡 ず 。

(3)廣 東Lemonと 極 め て 近 接 し殆 ど植 物學 上 の種 を分 つ與 は ざ る もの にOtaheite・range

Kbetta・range・flridia(Alg・ 血 に て),CttrUSいliCamerianaの 三 あ り,今 是 等 を 夫 々(mms

limonixotaitensis,OifrtStt・limoniaKhatta,及Oifrvsli,noniaVolcαmeTi,xnα と 呼 べ り6早 田 氏 の

CtcruslimoneU。taesも 亦 本 種 に 併 合 せ り。

㈹ 廣 東Lemdnと 同 種 と認 め らるNも の 印度 及 東 京 に産 あ り,而 して 本 種 は 宋 代 中 馬 來

人 に よ りて廣 東 に持 來 され し もの 蚊 ロし。即 其 の黎 檬,里 木 ・宣 母 等 の 名M商y語 のlimun・

1・imrt,Limrhu等 の 柑 橘 総 名 な り。檸 檬 と嚢 ふ は強 ちHindugtaniのNinmitよ り 來 る と考 ふ

に及 ば す,廣 東 語Li,Niの 韓 化 に瞬 す る を得 べ し。 又Lemonは 元 代 廣 東に輸 入 せ られ し も

の 玉如 し。

(5)旗 東Lomonは 元 代 よ り解 渇水 即lemonadoと して使 用 され今 も猫Lemonの 代 用 と し

て 充分 共 目的 に供 せ ら る 玉の み な らす ・酷 用 ・ 蜜 域 ・ 盤 藏 ・ 製菓 ・乾 果(青 皮 料)・ 絢 撚 駿

原 料 等 に使 用 すべ く,釜 栽 と して は観 賞 用 とな し3ζ倭 生 砧 木 と して利 用 す べ し。

(6)廣 東bemonは 乾 燥 に堪 うる を以 て多 漁 熱 帯 の氣 候 を必 要 とせ う,蜘 本 邦 南部 ・沖緬 八

重 山・墓 躍'小 笠 原・濟 州 島等 に於 て栽 培 可 能 な る有 用 果 樹 た る可 し。 其 の 耐 塞 性 は未 だ 實 験 を

経 ざ る も概 して憂 ふ るに 定 らす と考 ふ 。
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ON CANTON LEMON,  Citrus limonia OSBECK.

(Resume)

Tyozaburo TANAKA

(T)CantonlemonisoneoftheimportantChinesespeciesofCitrus,produced

exclusielyfromtheCantonprovince.TheChinesenamesofthisCitms

fruitare``Ningm§ng"檸 檬,"Lim6ng,,黎 檬.黎 稼.黎 朦.梨 檬,・`Imen9"

宣 檬.宣 檬.宣 檬,``Imu"宣 母,``Limu"黎 母.里 木,李 木,and"Yaokuo"

藥 果.Anyoneofthese・namesshouldnotbeappliedforcommorilemon,

sincethelatterisquitedistinctfromtheformer.TheChinesenamesof

lemon(Citrus〃 〃¢o〃BuRM.)are``Hsiangmeng"香 檬,・``Hsiangt`ao',

香 桃,``Lamen"拉 門,or``Lomeng"羅 檬.羅 蒙.TheSino-Japanese

names``Ri-mo"利 檬.穫 檬,apPliedforlemon,arerejectedtoavoidcon-

fusionwiththeCalltollIemon.

(2) The scientific name of Canton lemon is Citrus limonia OSBECK, and there 

   are several cultivated varieties of this plant in Canton which are only 

   slightly differring from each other. 

 (3) The Otaheite orange, Khatta orange of India (from Alger, Algeria), and' 

    Citrus Volkameriana are three closest allies of the Canton lemon, impos-

    sible to separate as distinct species. These plants are now attributed to 

    be subordiante to Canton lemon, and are called now Citrus limonia 

   otaitensis, Citrus limonia K/Zatta, and Citrus limonia Volcameriana, 

   respectively. Citrus limonelloides HAYATA is also included into this species.

(4)TherearespeciesoccurringillIndiaandTonkinwhichrepresentthem。

selvestobesimilartoCantonlemon.Itishoweverassumedthatthe

CantonlemonwasbroughtintoCantonregionbyMalayans,sincethe

names``Limeng"黎 檬,``Limu"里 木,and``Imu"宣 母agreewiththe

MalayancommonnamesofCitrusfruits,Limun,LimuandLimau.Itisnot

necessarytoallude``Ningmeng,,tothetranscriptienofHindustaniNinmU,

whichrepresentsCitrnsinIndia.InCantonesephonology,Li「andNisounds

areeasilytransfbrmable,anditiseasytocomprehendthat``Ning,,檸

wasderivedform``Li"黎.TheCa ,ntonlemonwasunquestionably

introducedintoCantonduringSungdynasty(960-1279),whilethetrue

.lemonwEtsbroughtilltothesameregion(1uringYUanperid(1260-1371)。,



(5)CantonlemonwasrecordedtohavebeenaPPliedfbruseinmaking

``Chiehk'oshui"解 渇 水(lemonade)duringYUandynasty
,asitisused

forthesamepurposeevenatpresent.Besidesusingitforthesubstitute

oflemontomakelemonade,theCantonlemonhasmanifo1dvirtuesfbr

theeconomicuse.Thefruitmakesagoodpreserveas、vellassweet

meat,andpossessesmanyotherpropertiesfbrcurinarypnrposes,suchas

apPlyingthejuicefbrseasoningdishesIikevinegar.Saltedfruitsare

usedfbrcuringcough,anditisbelievedtobegoodfortyplioidfever・

Thedriedpeelisallexcellentmaterialfbr``Ch'ingP'i"青 皮,anindis

pensableChinesemateriamedica.Unquestionably,theacidpulpwill

丘ユmishagqodsubstancefbrmanufacturing、thecitricacid.Thepotted

plantofCantonlemonhasnorivalinitsaestheticvalueamongvarious

Citrusfruitsemployedfortheornamentalpurpose,andtheseedlingisto

bevaluedasthedwar丘ngstockofotherCitrusplants.

(6) Canton lemon requires no humid tropical climate to grow, and is resis-
   tant to draft.  It is possible to be planted in the open air, in the sou-

    thern part of Japan proper, in Luchu, Further Isl., Formosa, Bonin, and 

   Quelpart, if properly protected from cold winds. The hardiness of Canton 
    lemon has never been experimented, but it seems not appropriate to fear 

    it or to expect any other difficulties in respect to its out-door plantation, 

   if the habit of the tree is throughly understood.

Horticultural Institute, 

     Kyushu Imperial University.
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